
２０２６～２０２９

湯布院スポーツセンター

RE‐BRANDING CONCEPT BOOK　

令 和 ８ 年 3 月 　 由 布 市



Agenda

プロジェクト推進 (体制／ロードマップ)

湯布院スポーツセンターの現状

施設コンセプト

コンテンツ (空間･環境／サービス／ 情報発信)

analysis

vision / 
concept 

contents 

operation/
roadmap

施設の現状と課題

エリアの目指す姿と施設の在り方

ビジョンを支える３つの視点

ビジョンの実現に向けて

04

10

18

22



はじめに
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　由布岳の雄大な裾野に広がる湯布院スポーツセンターは、大分自動車道・湯布院ICからわずか約5分とい
うアクセス環境に恵まれ、年間400万人もの観光客が訪れる湯布院の一角に位置しています。晴れた日には
由布岳を正面に仰ぎ見ることができ、解放感にあふれたスポーツ環境を提供しています。

　昭和43年の開設以来、スポーツ合宿や大会、教育学習の拠点として広く親しまれてきた本施設ですが、
築後約55年が経過した現在、老朽化は深刻な段階に達しています。平成28年の福岡県による県外研修補助
の廃止や令和2年からのコロナ禍の影響もあり、ピーク時に年間3万人を超えていた利用者数は令和5年度に
は約2万3千人にまで落ち込んでいます。

　一方で、利用データを見ると65%以上が大分県外からの来訪者であり、この施設が広域的な集客ポテンシ
ャルを持つことも示されています。別府に次ぐ大分県内有数の観光地・湯布院のすぐそばに位置しながら、
約19万平方メートルという広大な敷地と豊かな自然環境の強みが十分に活かされていないことは、大きな
課題であると同時に、大きな可能性でもあります。

　こうした状況を踏まえ、「スポーツを通して、やりたい〇〇を実現する場」という新たなコンセプトのも
と、施設再生に向けた検討を開始しました。本構想は、2026年から2030年を見据え、空間・サービス・情
報発信の三つの視点から課題を整理し、具体的な整備・運営の方針を示すものです。由布岳を望む唯一無二
のロケーションとICへの近接性、そして観光地としての集客力を最大限に活かした、次の世代へと受け継が
れる施設の姿をここに提示します。



湯布院スポーツセンターの現状

analytics



施設利用状況　：　券売機利用（日帰り利用）の動向
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券売機利用者動向

　令和5年度から6年度にかけて、券売機にて利用申請された団体・個人の利用状況を示します。

●施設毎利用日／率
※ 施設毎に利用された日のみを集計

　（複数の団体が同一日に同一の施設を利用している場合は、1とする）
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●利用割合

   施設毎利用日／率　より

※ 施設毎に利用された日のみを集計

　（複数の団体が同一日に同一の施設を利用している場合は、1とする）
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●利用人数 ※ 施設を利用した人数の合計 ●利用者割合 ※ 由布市内及び市外の利用者割合
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施設利用状況　：　宿泊利用の動向
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宿泊利用者動向

　令和5年度から6年度にかけて、宿泊利用された団体・個人の利用状況を示します。

●施設毎利用日／率
※ 施設毎に利用された日のみを集計

　（複数の団体が同一日に同一の施設を利用している場合は、1とする）

●利用割合

   施設毎利用日／率　より

※ 施設毎に利用された日のみを集計

　（複数の団体が同一日に同一の施設を利用している場合は、1とする）

●利用人数（単純合計） ※ 施設を利用した人数の単純合計　　　例）1泊2日、10名で利用→20人 ●利用者割合
　　利用人数（単純合計）より

※ 由布市内及び市外の利用者割合
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●利用人数（団体ごと） ※ 施設を利用した団体等の人数合計　　　例）1泊2日、10名で利用→10人

R5　→　7,151人　　R6　→　11,814人   　　　　合計：18，965人

R5　→　2，540人　　R6　→　6，399人　　　　合計：25，505人
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施設利用状況　：　まとめ
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1. 施設別・利用日数と稼働率（券売機データ）

　人工芝競技場A（168日・46.7%）、陸上競技場（130日・36.1%）、

人工芝競技場B（127日・35.3%）の3施設が突出して高く、全利用日

数の約9割を占めます。一方、研修室（4日・1.1%）・体育館（11日・

3.1%）は年間利用が特に近い水準です。

2. 施設別・利用割合（日数ベース）

　利用施設の集中度は顕著です。人工芝グラウンドと陸上競技場で全体

の約90%を占め、残りの施設で約10%となっています。

3. 利用者の居住地別構成

　利用者の約9６%が市外からの来訪者であり、特に大分県外からが約

65%と多数を占めます。地域内利用者はわずか4%程度にとどまり、

合宿・大会における利用が主体であることがわかります。

４． 宿泊利用における施設別稼働（宿泊セット時の利用割合）

　宿泊者が使用した施設の内訳では、体育館（22.0%）・研修室

（20.7%）・人工芝競技場2面（15.6%）・陸上競技場（14.8%）が上位

を占めます。宿泊利用においては体育館と研修室の重要度が高く、日

帰り利用との大きな差異が見られます。宿泊者数は令和5年度の

7,151人から令和6年度の11,814人へと約65%増加しており、宿泊

需要には回復傾向が見られます。

５．まとめ

　屋外競技施設への一極集中と、屋内施設の著しい低稼働

が最大の課題です。人工芝・陸上競技場はサッカーやラグ

ビーなどの団体スポーツ合宿の需要と直結しており、県外

チームが中心的な利用者となっています。一方、体育館・研

修室・ジョギングコースは利用率1〜3%台となっています。

　

　利用者の約96%が市外であることは、広域的な集客力と

いう強みでもあり、この外来需要をいかに拡大・多様化し、

かつ由布市におけるスポーツ振興に良い影響を与えること

がリブランディングの核心的な問いといえます。

　低稼働施設（体育館・研修室等）は、「余白」として捉え直す

ことが鍵となります。



現状把握　　収支状況

　令和３年度から令和５年度の収支状況及び令和6年度の支出状況

●収支対照および収支率 令和3年度～令和５年度の収支率 ●収入内訳
令和5年度における「合宿売上」「券売機等売上」の割合

令和5年度における月別収入

合宿売上が収入全体の83.6%
を占めており、施設収入の大部
分を合宿利用が担っている。

令和５年度の合宿売上合計は
8,456,900円であり、施設収
入の回復・拡大の主因が合宿利
用の増加にあることが実績上確
認できる。

８月が各年度最大の収入月であり、令和５年度2,901,866円と
なっている。上半期（４月～９月）の収入は、令和５年度は
8,395,658円であり、令和3年度、令和4年度（＋78.0%）より
急拡大し、特に4月、5月、7月、8月が大幅増となり、年間収入の
増加を牽引した。一方で、12月～3月は横ばい傾向にあり、今後
の拡大の余地がある。



現状把握　　収支状況
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令和５年度及び令和6年度の支出状況

勘定科目 令和５年度（円） 令和６年度（円） 増減額（円） 増減率（％）

報酬 2,144,160 2,578,948 ＋434,788 ＋20.3%

需用費 13,256,100 6,285,546 ▲6,970,554 ▲52.6%

　（内）消耗品費 386,337 326,686 ▲59,651 ▲15.4%

　（内）燃料費 1,164,917 933,788 ▲231,129 ▲19.8%

　（内）光熱水費 3,415,972 3,758,532 ＋342,560 ＋10.0%

　（内）修繕費 8,288,874 1,266,540 ▲7,022,334 ▲84.7%

役務費 689,457 789,604 ＋100,147 ＋14.5%

委託料 19,143,210 18,541,528 ▲601,682 ▲3.1%

　（内）施設等保守管理 12,472,680 12,472,680 0 0.0%

　（内）警備保障 4,334,000 4,633,200 ＋299,200 ＋6.9%

　（内）浄化槽等清掃管理 1,166,552 0 ▲1,166,552 ▲100.0%

　（内）機械設備保守点検 41,580 333,080 ＋291,500 ＋701.1%

使用料及び賃借料 2,451,601 3,110,491 ＋658,890 ＋26.9%

工事請負費 0 0 0 —

備品購入費 1,017,500 0 ▲1,017,500 ▲100.0%

その他 6,600 62,925 ＋56,325 ＋853.4%

歳出合計 38,708,628 31,369,042 ▲7,339,586 ▲19.0%

●支出状況比較
令和６年度と令和５年度の主要勘定科目における増減額および増減率

令和2年度から令和6年度までの支出推移

勘定科目 令和２年度（円） 令和３年度（円） 令和４年度（円） 令和５年度（円） 令和６年度（円）

報酬 0 1,488,847 2,108,294 2,144,160 2,578,948

需用費 4,911,328 3,863,887 4,720,042 13,256,100 6,285,546

役務費 686,865 898,211 690,367 689,457 789,604

委託料 19,391,068 19,962,718 19,222,247 19,143,210 18,541,528

使用料及び賃借料 2,354,780 2,054,014 2,290,341 2,451,601 3,110,491

工事請負費 836,000 5,676,000 14,994,100 0 0

備品購入費 253,000 0 0 1,017,500 0

その他 54,540 62,425 46,200 6,600 62,925

歳出合計 28,487,581 34,006,102 44,071,591 38,708,628 31,369,042

●光熱水費

令和５年度の3,415,972円から令和６年度には3,758,532
円へと増加した。令和２年度（2,608,460円）から令和６年度
（3,758,532円）まで実績上一貫して増加を続けており、５か
年で約44.1%増加している。施設の稼働に伴う固定的なエネル
ギーコストが構造的に上昇していることを示しており、今後も増
加傾向が継続することが懸念される。また利用者数に比例する。

●報酬や委託料

報酬は令和６年度2,578,948円と前年度比20.3%増加した。
令和３年度（1,488,847円）から、令和６年度まで毎年増加を
続けている。委託料は令和２年度から令和６年度にかけて漸減
傾向にあり、最大費目である施設等保守管理費（12,472,680
円）は令和５・６年度ともに横ばいで推移している。この安定は
現行契約が継続していることを示すが、支給対象・業務内容の
妥当性について確認することが重要である。

●警備保障

警備保障委託料は令和６年度4,633,200円と過去５か年中最
高額となった。令和２年度（3,275,640円）から令和６年度
（4,633,200円）までの５か年で41.5%増加しており、継続的
な増加傾向が実績上確認できる。今後も同様の増加傾向が続く
可能性があり、委託契約の仕様・競争性の確保について検証す
ることが望ましい。



施設コンセプト

vision / concept



湯布院スポーツセンター　コンセプト
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スポーツを通して、やりたい〇〇を実現する場　

雄大な由布岳と向かい合い、心地よい緑と風に包まれた広大な自然の中にある

湯布院スポーツセンター。

ここは、日常の枠から「解放」する場所。

スポーツを楽しむひと、スポーツを通して暮らしを豊かにしたいひとたち

“あんなこと、やってみたいなあ”　という、チャレンジを待っています

湯布院スポーツセンターは、使う人の数だけ、無限大の〇（マル）がある
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実現したいビジョン　|　スポーツを通して、やりたい〇〇を実現する場

「Go　to marumaru」＝「やりたいことに挑戦し、自分自身を解放できる場所」という意味を持たせています。



施設コンテンツの再編（全体像）
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空間

商品
サービス

使う人の
「やりたい」を叶える
場所になる

「スポーツは、体を動かすという人間の本源的な

欲求に応え、精神的充足をもたらすものであ

る。」と説明されています。湯布院スポーツセン

ターはスポーツを広義に捉え、特定の競技だけで

なく、様々な身体活動の全般を通して、精神を解

放し、幸福で豊かな生活を営むことに繋がること

を目指します。

「湯布院スポーツセンターだからできること」に注

目し、他では叶えられなかった利用者の「やりた

い」というニーズを細かくとらえながらリブラン

ディングしていきます。

「Go to marumaru 」＝「やりたいことに挑戦し、

自分自身を解放できる場所」というコンセプトに

基づき、商品・サービス、空間、情報をゾーンごと

に再編し、より魅力的な公共施設になるように取

り組んでいきます。

商品・サービス 施設で行われるアクティビティ、販
促物

空間 施設の空間、環境、ランドスケープ

情報発信 Web、印刷物、イベントなど、発信
メディアの戦略

コンセプト

情報
発信



施設コンテンツの課題整理（商品サービスの視点）
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空間

商品
サービス

商品・サービス 施設で行われるアクティビティ、販
促物

空間 施設の空間、環境、ランドスケープ

情報 Web、印刷物、イベントなど、発信
メディアの戦略

Go to marumaru

商品・サービスの課題

・食事提供ができない

・利用者が少ない、ムラがある

・管理者のみで企画ができる人材が不足している

・少人数の受入に施設が対応できていない（お風呂の問題等）

新しいコンセプトに基づく企画

• 新しい企画・実験的な取組を積極的に受け入れる利用者提案型の運

用を想定（外部講師、コーチ、インストラクター等と連携）

• 自転車競技・スケートボード・BMX等の競技の受入れ

• 音楽合宿などのスポーツに限らない活動の積極的受入れ

• にぎやかキャンプ・サイレントキャンプなど他施設ではできないキャン

プが思い切り楽しめるルールづくり

• 非常時にはペット同伴避難ができる避難所としての機能を併設

• 食事は利用者がセルフでできるよう調理器具レンタルや自販機を充

実させる

• お風呂はシャワー対応をベースとし、近隣の温泉施設と提携。

利用者提案型施設を実現化する機能

情報
発信



施設コンテンツの課題整理（空間の視点）
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空間

商品
サービス

商品・サービス 施設で行われるアクティビティ、販
促物

空間 施設の空間、環境、ランドスケープ

情報 Web、印刷物、イベントなど、発信
メディアの戦略

空間の課題

・施設の老朽化が進み利用できない場所がある

・維持費の高騰

・地震後の復興ができていない施設がある

・余剰施設、未利用施設が多い

・空間を使い切れていない

Go to marumaru

新しいコンセプトに基づく企画

• 競技や用途を限定しない、自由度の高い敷地利用を基本方針とする

• こども・初心者でも挑戦できる環境の整備

• 空間の広大さを活かし、にぎやかキャンプ・サイレントキャンプなど利

用者が互いに干渉しないようゾーニングを行う

• 最低限の宿泊機能を備え、合宿、滞在型で集中できる環境を提供

• 全天候型で使える大屋根空間（屋外炊飯場）を最大限活用

余白を大切にし活用する、ゾーニング

情報
発信



施設コンテンツの課題整理（情報発信の視点）
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空間

商品
サービス

情報
発信

商品・サービス 施設で行われるアクティビティ、販
促物

空間 施設の空間、環境、ランドスケープ

情報 Web、印刷物、イベントなど、発信
メディアの戦略

情報発信の課題

・新規顧客の獲得ができていない

・どのような施設があるか外に認知されていない

Go to marumaru
新しいコンセプトに基づく企画

• 「何をする場所か」よりも「何でも試せる場所」へと位置づけを転換

• コンテンツより受入スタンスを明確にし、提案受け入れ施設としての

認知を図る

• 利用者とともに場所の活用を育てていく

• 活用実績を発信し、九州を中心とした実績に基づく営業提案を行う

施設コンセプトを明確に。

利用実績をベースに認知度を上げる情報戦略

例）　「〇〇できる場所、ないかな」と思ったら、

まずは湯布院スポーツセンターへ



利用者提案型施設

を実現化する機能

・「こんなことできませんか？」

　を受け入れる窓口の強化

・希望に寄り沿う施設運営

・老朽化施設ならではの幅広な活用

・ペット同伴可能な避難所としての機能

施設コンテンツの再編に必要な機能
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リブランディングコンセプト

「Go to marumaru 」＝「やりたいことを解放できる場所」

空間

商品
サービス 情報

発信

Go to marumaru

施設コンセプトを明確に。

利用実績をベースに

認知度を上げる情報戦略

・利用者提案型スタンスの発信

・合宿利用の営業強化

・県内、九州内向けSNS発信強化

余白を大切にし活用する、ゾーニング

・施設用途を決めつけず、「余白」を設ける

・小人数利用でも対応できる設備の設置

・利用見込みのない棟は廃止（解体）し、

　施設をスリム化



コンテンツ ( 空間･環境／サービス／ 情報発信 )

contents
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実現したいビジョン　|　スポーツを通して、やりたい〇〇を実現する場

「Go　to marumaru」＝「やりたいことに挑戦し、自分自身を解放できる場所」という意味を持たせています。
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202 6 ～ 20 ２９

湯布院スポーツセンター

RE ‐ B RA N D IN G  C O N C E PT  B O O K 　

作 成 年 月 　 　 　 令 和 ８ 年 （ 2 0 2 ６ 年 ） 3 月

作 　 　  成  　 　  由 布 市 ス ポ ー ツ 振 興 課


